
商品マスタ 取扱い商品の定点発注を⾏う
⼊出荷テーブル 現時点の理論在庫を算出する
仕⼊先マスタ 発注先の情報
⽉初商品在庫 棚卸結果の⽉初在庫が登録
発注データ 発注を⾏う為のテーブル
決済承認データ APIをコールする事で作成する。

【処理の概要】
理論在庫を参照し、在庫が不⾜している場合、⾃動で発注を⾏う。
また、商品マスタに決済必要となっていた場合には、承認フローを作成する。⾃動発注となっている場合は、発注テーブルを作成する。
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1　安全在庫の確認を⾏う為、全ての商品テーブルを取得する（商品レコードセット）
1.1 取得した商品IDと、当⽉を条件に、⽉初商品在庫テーブルの数量を取得する。

⽉初商品在庫.商品ID　＝　商品レコードセット.ID
AND ⽉初商品在庫.集計⽉　＝　TO_CHAR(sysdate, 'yyyymm')
1.2 取得した商品IDを元に、⼊出荷テーブルより、⼊荷数量を算出する。

⼊出荷テーブル.商品ID = 商品レコードセット.ID
AND ⼊出荷テーブル.在庫変更タイプ　= １　　ʼ⼊荷
AND ⼊出荷テーブル.⼊出荷⽇時 >= 当⽉+"01"+"00:00:00"
AND ⼊出荷テーブル.⼊出荷⽇時 <= 当⽇
1.3 取得した商品IDを元に、⼊出荷テーブルより、出荷数量を算出する。

⼊出荷テーブル.商品ID = 商品レコードセット.ID
AND ⼊出荷テーブル.在庫変更タイプ　= 2　　ʼ出荷
AND ⼊出荷テーブル.⼊出荷⽇時 >= 当⽉+"01"+"00:00:00"
AND ⼊出荷テーブル.⼊出荷⽇時 <= 当⽇
1.4 現時点の理論在庫を算出する。

⽉初商品在庫＋⼊荷数量ー出荷数量　＝　現時点の理論在庫
1.5 算出した理論在庫と安全在庫を⽐べる

（商品テーブル.安全在庫数量　＞　1.4で算出した理論在庫）だった場合
1.5.1 商品テーブルの在庫レベルを参照し、承認フローだった場合

商品テーブル.在庫レベル　＝　１（承認フロー）
1.5.1.1 同⼀の承認フローがフロー中かの確認を⾏い発⾏されていなければ、承認フローAPIを実⾏する

1.5.1.1.1 （共通部品を参照）共通承認フロー存在確認（商品レコードセット.商品ID、商品レコードセット.商品名、商品レコードセット.取引先ID、商品レコードセット.平均仕⼊⾦額×商品レコードセット.⾃動発注単位,"定点⾃動発注", AUTO_ODER_USER_ID)
1.5.1.1.2 （共通部品を参照）共通承認フロー回付（商品レコードセット.商品ID、商品レコードセット.商品名、商品レコードセット.取引先ID、商品レコードセット.平均仕⼊⾦額×商品レコードセット.⾃動発注単位,"定点⾃動発注", AUTO_ODER_USER_ID)

1.5.2 商品レコードセットの在庫レベルを参照し、⾃動発注だった場合
商品レコードセット.在庫レベル　＝　２（⾃動発注）
1.5.2.1 発注発注データを作成する。

1.5.2.1.1 発注テーブルを参照し、発注中のデータ存在確認を⾏う以下の条件でデータが存在した場合は、発注テーブルを作成しない
発注テーブル.商品ID　＝　商品レコードセット.商品ID
発注テーブル.発注ステータス　IN　(1,2,3)

1.5.2.1.2 [1.5.2.1.1]の結果で発注テーブルを取得出来なければ発注データを作成する。
発注データの編集⽅法は編集定義を参照してください（編集処理の内容︓発注処理）
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出庫編集

1 発注ID ID
2 商品ID PRODUCT_ID 商品レコードセット ID
3 発注数量 ORDER_QUANTITY 商品レコードセット ⾃動発注単位
4 発注⽇付 ORDER_DATE Sysdate
5 発注ステータス ORDER_STATUS ”1”　固定
6 仕⼊先ID SUPPLIER_ID 商品レコードセット 取引先ID

修正者

編集⽅法

編集処理の内容

No 論理項⽬名 物理項⽬名 編集元 編集元項⽬
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